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問題 関数 f(x) = −x log x− (1− x) log(1− x) のグラフを描け．また，極限 limε→+0
R 1−ε
ε

f(x) dx を調

べよ．

（解）f 0(x) = log
1− x
x

より，0 < x < 1/2 の範囲では，f 0(x) > 0 だから f(x) は単調増加であり，

1/2 < x < 1 の範囲では，f 0(x) < 0 だから f(x) は単調減少である．また，ロピタルの定理と
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により limε→+0 (ε log ε) = 0 であるから，limx→+0 f(x) = 0，limx→1−0 f(x) = 0 である．したがって，

f(x) のグラフは下図のようになる．
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となるので，
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である．
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